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は じ め に

情 報 化 社 会 の 進 展 に よ り社 会 、 経 済 、 産 業 、 学 術 、 行 政 、 教

育 等 あ ら ゆ る 分 野 に お い て コ ン ピ ュー タが 利 用 さ れ る よ うに な

り、 コ ン ピ ュ ー タ ●ニ ー ズ は 限 りな い 広 が りを 見 せ て い る 。

これ に 伴 っ て 利 用 者 は 専 門 家 、 企 業 か ら社 会 、 個 人 へ と広 が り、

利 用 形 態 も バ ッチ ・シ ス テ ム か らオ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 、 さ ら

に ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ムへ と移 行 して い る 。、

この よ うな 限 りな く広 が る コ ン ピ ュ ー タ ・ニ ー ズ を 可 能 と し

て きた の は 、 い うま で も な くそ の 背 後 に あ る コ ン ピ ュ ー タ技 術

の 飛 躍 的 な 進 歩 で あ り、 特 に 半 導 体 の 技 術 革 新 に 負 う と こ ろ 大

で あ る 。 コ ン ピ ュ ー タは そ れ に 使 わ れ る 素 子 に よ っ て 第1世 代

(真 空 管)、 第2世 代(ト ラ ン ジ ス タ)、 第3世 代(集 積 回 路

－IC) 、 第3.5世 代(大 規 模 集 積 回 路 －LSI)、 第4世 代

(超LSI)と 区 分 さ れ て お り、 現 在 は 第4世 代 の 幕 開 け の 時

期 に あ る 。 そ して これ らの コ ン ピ ュ ー タは そ の ほ とん どが1946

年 に フ ォ ン ・ノ イ マ ンが 提 唱 した 理 論 に 基 づ く、 い わ ゆ る ノ イ

マ ン 型 コ ン ピ ュー タ で あ る 。

しか しな が ら ノ イ マ ン型 コ ン ピ ュ ー タは そ の 技 術 的 制 約 か ら、

将 来 要 請 さ れ る高 度 な 機 能 に 対 応 しえ な く な つ て くる と予 想 さ



れ る た め、1990年 代 に実 現 す る といわ れ る新 しい 設 計 思 想

に基 づ い た 第5世 代 の コ ン ピュ ー タの 開発 が 必 要 で あ る。

す で に 諸 外 国 では 、 従 来 の ノ イ マ ン型 コ ン ピュ ー タの 構 造的

欠 陥 を克 服 す る新 しい 方 式 の コ ン ピュー タに 関 して、 大学 の研

究 室、 企 業 の 研 究 所 で研 究 が 開始 され て い る 。技 術 立 国 を 目指

す 我 が 国 に と って コ ン ピ ュー タ関連 技 術 は 多 くの産 業 を支 え る

基 盤 的 技術 で あ り、 他 産 業 に 対 す る波 及 効果 も大 きい 。 と りわ

け 第5世 代 コ ン ピュー タの 研 究 開 発 は 、 コ ン ピュー タ技 術 の適

用 分 野 を大 幅 に拡張 し、 社 会 の 情 報 化 を一 気 に加速 させ る効果

が 期 待 で きる。 従 って長 期 的 な 視 野 の も とに世 界 に 先が け て こ

れ に 関す る先 導的 技 術 開発 を 行 うこ とに よ り、 創 造 的 な 自主技

術 を確 立 して いか なけ れ ば な らない 。

以 上 の よ うな観 点 に た ち、 第5世 代 コ ン ピュー タ研 究 開発 プ

ロ ジ ェク トを 開 始す る こ とは きわ め て重 要 で あb、 昭和56年

度 に実 施 中の 技 術 開発 課 題 、 開発ス ケ ジ ュール 、 開発 体 制 等の

基 礎 的 諸問 題 に 関す る調 査結 果 を 踏 踏まえ て 、 早 急 に研 究 開発 に

着 手 しな け れ ば な らな い 。
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1.コ ン ピ ュ ー タ ・

が る 。

ニ ー ズは限 りな く広

コンピュータはすでに情報活用の不可欠な

ツールとな っている。そして1990年 代におけ

る情報化社会像 を展望 したとき、諸問題を解

決するためのさらに高度な技術が要請される

コ ン ピ ュ ー タの 活 用 は 企 業 、 専 門 家 か ら、 社 会 、 家 庭 、 個 人

へ と 限 り な く広 が り、 利 用 形 態 もバ ッチ 処 理 か らオ ン ラ イ ン処

理 、 ネ ソ トワ ー ク 化 へ と進 展 して い る 。

90年 代 は 情 報 化 社 会 の 進 展 に よ り、 コ ン ピ ュ ー タへ の 期 待

は 格 段 に 大 き な も の とな る こ とが 予 想 さ れ る が 、 新 しい コ ン ピ

ュ ー タ ・ニ ー ズ と して は 、 従 来 人 間 に と っ て の み 可 能 で あ った

よ うな 創 造 的 な 知 的 作 業 を 行 う こ とが で き、 人 間 に と つ て 使 い

易 く、 格 段 に 応 用 分 野 が 広 い コ ン ピ ュ ー タが 要 請 さ れ る もの と

考 え られ る 。

第5世 代 の コ ン ピ ュ ー タ は 知 的 作 業 を 行 い うる能 力 を も ち、

使 い 易 くか つ 広 範 多 岐 に わ た る 利 用 分 野 に 対 応 可 能 な コ ン ピ ュ

ー タ で な け れ ば な ら な い 。
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2.コ ン ピ ュー タ の 技 術 進 歩 は速 い 。

コン ピュー タに関 する技術進歩は きわめ て

速 く 高速化 、小型化 が著 しく進展 した。 コ

ン ピュー タが開発 され てか ら約35年 間という

短 期 間に 、超LSIを 使用 する第4世 代の技術

レベル に達 しよ うとして いる。

コ ン ピ ュ ー タは そ れ に 使 わ れ る 素 子 に よ っ て 第1世 代(真 空

管)、 第2世 代(ト ラ ン ジス タ)、 第3世 代(集 積 回 路 －IC)、

第3.5世 代(大 規 模 集 積 回 路 －LSI)、 第4世 代(超LSI)

と区 別 さ れ 、 世 代 の 変 遷 と と も に 技 術 革 新 に よる 飛 躍 的 な 機 能

向 上 が 行 わ れ て きた 。

しか し従 来 の コ ン ピ ュー タは そ の ほ とん どが 、1946年 に フ

ォ ン ・ノ イ マ ンが 提 唱 し た 理 論 に 基 づ く、 い わ ゆ る ノ イ マ ン 型

コ ン ピ ュー タ で あ り、 そ の 理 論 や 構 造 は 今 後 の 飛 躍 的 な機 能 の

拡 大 に は 応 え られ な い と考 え られ て い る 。

一2一



コ ン ピ ュ ー タ の 発 展

使 用 素 子 特 徴

第1世 代

19

、46ENIAC鐵 ＼

19581BM7:;ノ

真空管時代

1回路素子…真空管1
記憶素子…水銀遅延回路、

/磁 気 ・ア ノ

方 式 上 の基本 的技 術 確立
'バ

ッチ方式

機 械語 で プ ログ ラ ミング

機 械語 とは ・1・10・00・ の、

よ うに2進 数 で プログ ラ ム

＼＼を書 く言語 ノ

第2世 代

19591BM1401発 表

～

19661BM1401

最 終 機 種発 表

トラン ジス タ時代

1回 路 素 子 … トラジ ジス タ/

/記 憶 素子 …磁気 コア1

本 格的 実用 化
'リ

モ ー トバ ソチ方式

標 準 言 語 の設定 期、

第3世 代

/19、641BMシ3㌧ ＼

＼]9701議 羅 纂 ノ

IC(集 積 回路)時 代

1回 路 素子 … トランジス タ 、

IC

＼記 憶 素子 …磁 気 コァ

バ ッチか らオ ン ラインへ
'

リアル タイ ム方式 －

TSS(タ イムシェアリング処理)

ジ ョブの 多重 処 理

(並 行 処理)
、

第3.5世 代

19701BMS/370

～ 》 発 表

1978

1BM303X

発 表

LSI(大 規 模集 積 回路)

時代

/回 路 素子 …IC、LSIl

記憶 素子 … 磁気 コァ、

/LSIノ

集中処理から分散処理へ

'

オ ン ライ ン処 理 の高度 化

マル チ プ ログ ラ ミン グ処 理
、

第4世 代への始動

グ∵91霊 ガ
1980

隠 縫ワ

VLSI時 代

1回 路 素子'"LSI・VLSI/

/言酷 素子 …LSI、VLSIノ

エ ン ドユ ーザ 指 向の 複合 分 散

処 理
'

ネ ッ トワーク … 複 数 シス テ ム

間 の大量 デ ー
タの や り と り

データベ ース管理 … 大量 デー タ

の集 中管 理
、

第5世 代

(19、90年 代初頭)

そ の時 点 で 利用 でき る

最適 素 子

(シ リコンVLSI,GaAs,

JJ等)

知識情報処理

〔
推 論 処 理、 知 識 ベ ー ス管 理、

知 的 インタ フェース 管理
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第1世 代IBM650

第2世 代IBM1401(195g)お よ び

第3世 代 ンステ ム360モ デ ル30(コ ア)(1964)

00立 方 フ ィ ー ト

8立 方 フ ィー ト

ンス テ ム370モ デル135,

145(ノ ヘイ ポ ー ラ)

IBM158/168(MOS2K)

IBM370/115

1971

19721973SIBM303×

1977◎IBMソ ス テ ムEノ リーズ(4300)
IBMン ス テ ムHノ リー ズ(3081)

(MOS64K)

参 考:ACT技 術 分 析 グ ルー プ

lBMメ モ リの100万 キ ャ ラ ク タ 当 りの容 積(立 方 フ ィー ト)

(単 位:1,000)

4

ト

K

へ

4

0

6

2

8

4

9
一

ワ
一

'1

1 第4世

(推 定)

サイ クル
10年

(?}

6668707274767880828486

全 出 荷 数 年末

出典:ACT技 術 分 析 グル ープ

lBM製 品 に み る 世 代 変 遷 状 況
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今 日 の コ ン ピ ュ ー タの か か え る 問 題 点

(1)非 数 値 デ ー タ(例:自 然 言 語 、 文 字 、 図 形 、 画 像 等)の 処

理 が 不 得 意

数 値 計 算 が 主 体

技 術 用 、 事 務 用 の 如 何 を 問 わ ず 、 数 値 計 算 を 主 体 と し、 文

字 デ ー タ な どに 対 す る 処 理 機 能 は 最 小 限 に と どめ られ て い る 。

(2)演 算 処 理 速 度、 記 憶 検 索 速 度 の 限 界

一 「逐 次 処 理 方 式
、 一 次 元 メ モ リ方 式

か つ て は ハ ー ドウ ェア が 高 価 で あ った た め 、 ハ ー ドウ ェ ア

の 構 造 は で き る だ け シ ン プル に す る と い う設 計 思 想 に 基 づ い

て い る。

(3)ソ フ トウ ェ ア の 開 発 コ ス ト増 大("ソ フ トウ ェ ア危 機")

ソ フ ト ウ ェ ア 依 存 型 シ ス テ ム

応 用 分 野 の 拡 大 等 、 機 能 に 対 す る 要 求 は ソ フ トウ ェ ア で カ

バ ー す る とい う、 ソ フ トウ ェ ア依 存 型 シス テ ム で あ る 。
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技 術基 盤 の熟 成 と新 技 術 に対 す る期 待(シ ーズ 技 術)

1990年 代 の コ ン ピ ュ ー タ を考 え る と き、 導 入 す べ き 主 要

な シ ー ズ 技 術 は 次 の よ うな もの で あ る 。

(1)VLSI技 術

(2)高 速 素 子 技 術

(ジ ョセ フ ソ ン接 合 素 子 、GaAs素 子 等)

(3)分 散 処 理 技 術

(4)並 列 処 理 技 術

(パ イ プ ラ イ ン 型 、 デ ー タ フ ロ ー 型 等)

(5)人 工 知 能 実 現 の 要 素 技 術 と パ タ ー ン 認 識 技 術

(推 論 や 学 習 の メ カ ニ ズ ム の 研 究、 自然 言 語 解 析 の 研 究

等)
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3.90年 代 の ニー ズに応 える 第5世 代

の コン ピ ュー タ

第5世 代 の コン ピュータは90年 代 に向か っ

て多様 化す る社会的要請に応 え得 る機能 をも

つ 、知識情 報処理指 向の コン ピュータで ある。

第5世 代 コ ン ピ ュ ー タ に 要 請 され る機 能

(1)コ ン ピ ュ ー タ の 知 能 レ ベ ル を高 め 、 人 間 の 良 きー協 力 者 と し

て の 親 和 性 を 高 め る こ と。(自 然 言 語 に よ り利 用 可 能 な ど)

(2)人 間 の 代 替 を す る 能 力 や 人 間 に と って 未 知 の 分 野 を 開 拓 す

る 場 合 の 支 援 能 力 を 持 つ こ と。(意 思 決 定 支 援 シ ス テ ム、 知

能 ロ ボ ッ トな ど)

(3)各 種 の 形 態 の 情 報 を 必 要 に 応 じ簡 単 に 即 時 に 入 手 す る こ と

を 可 能 に す る こ と。(多 形 態 デ ー タ ベ ー ス 、 高 度 分 散 デ ー タ

ベ ー ス な ど)

(4)未 知 の 状 況 を シ ミ ュ レ ー トす る こ と に よ り新 しい 知 見 を 得

る こ と。(実 験 シ ス テ ム、 合 金 合 成 な ど)
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ユ ー ザの観 点か ら の 具 体 的要 求 機 能

(1)専 門 知 識 が な く て も利 用 で き る 使 い 易 い 機 能 。

① 文章、音声、 図形、画 像な どに よる入 出力機能 。

② 自然言語や図形 に よる会話型処理機能 。

③ 常識 を備え、応 用分野別の専門知識が利用 できる機 能。

(2)判 断 ・意 思 決 定 で 人 間 を 支 援 で き る 機 能 。

① 膨 大な蓄積デ ータか ら、問 合せ に応 じ、 関連情 報を自動 的に取 り出せ る機 能。

② 記憶 して いるデー タを もとに、 自動的に推理 し、結論 を得 る機能。

③ 新 しい問題 の解 を活用 で きる形 で記憶す る学習機 能。

(3)多 様 な 業 務 に 適 用 で き る 柔 軟 な 構 成 を 可 能 に す る 機 能 。

① 需要に最適 なシステムが構成 で きる機能。

② 用途に より、 大規模計 算、大量デー タ管理 を高速で行え る機能。

③ 業 務量の増大に応 じ、 システ ムを容易に拡張で きる機能。

(4)プ ロ グ ラ ミ ン グ を 容 易 に す る 機 能 。

① プ ログ ラムを コンピュータ 自身が作 成、修正す る機能。

② 常識的な ことは人間が指示 しな くともよい判断 機能。

③ コンピュータの機種変更や増設に容易 に対処 できる機能

(5)信 頼 し て 便 利 に 使 う こ と の で き る シ ス テ ム 機 能 。

① 価格性能 比の一 層の 向上 と、高度な分 散処理機能。 ・

② 故障に よる影響 を最 小 限にす る自動修 復機能 。

③ 高信頼性機能及び 高度 な機密保護機能。
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第5世 代 コ ン ピ ュー タの 研 究 開発 目標

将 来 の新 しい 分 野 にお け る新 しい 利 用 形 態 とニ ー ズ に 対 応 し

てい くた め には 、 これ まで に な い機 能 を提 供 で き る革 新 的 な コ

ン ピ ュー タ、 す な わ ち 知 識情 報 処 理 指 向 の第5世 代 コ ン ピ ュー

タが 必 要 で あ るσ

知 識 情 報 処 理 シス テ ムの 中核 とな る機 能 は 次 の とお り。

① 与 え られ た情 報 に対 し、 す で に記 憶 して い る情 報(知 識)か ら、 コ ン ピュ

ー タ 自 身が 問題 の解 決 方 法 を 推測 し なが ら結論 を得 る こ とが で き る 「推論

(自 動 判 断)機 能 」 と、 新 しい問 題 へ の 対応 内容 を 高度 に活 用 で き る形 に

して記 憶 す る 「学 習(知 識 獲 得)機 能 」 。

② 問 題 の対 象 領 域 に つ い て の情報 及 び法 則 性 、 意味 な どの情 報 を 「知 識 」 と

して高 度 に活 用 で き る形 に組 織 化 して記 憶 し、検 索 す る こ とが で き る 「知

識 デ ー タベ ー ス(知 識 ベ ース)機 能 」 。

③ 自然 言 語 、 音声 入 出力 、図 形 ・画像 な どの 利 用 に よ り、 柔軟 で、 か つ 、 自

然 な会 話 能 力 を実 現 す るため の 「知 的 イ ンタ フ ェース(柔 軟 な対 話)機 能」。

一9一



・

戸



第5世 代 の コン ピュー タ

歎 一
≡
)

}≡ 文章

匪十
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圃 写真

¶耳 醐

5S

O/0-jaSj50'

0〃-30336'o

O13-」 ノ5361S

従 来 の

数 値 デ ータ

日常語

/へl

ll

lト ここ
11-pt'r

-/「 話レゴ

方1

1

式

＼
＼-4

対]＼

7/

ノ

①

②

③

④

o

推論 ・学習機能

θ

知識 デ ー タ

ベ ー ス

知識1青報処理 システム

最適機能分散システム
|

目、 耳 、 口 の あ る コ ン ピ ュ ー タ ⑤

話 が わ か る コ ン ピ ュ ー タ ⑥

常 識 あ る問 題 解 決 型 コ ン ピ ュ ー タ ⑦

高 度 機 能 分 散 シ ス テ ム ⑧

(説 明 は 参 考 資 料)

プ ロ グ ラ ム レス を 目指 す コ ン ピ ュ ー タ

多 形 態 の デ ー タ ベ ー ス を 持 つ コ ン ピ ュ ー タ

知 識 処 理 に 適 した 超 高 速 コ ン ピ ュ ー タ

自己 修 復 機 能 を 目 指 す コ ン ピ ュ ー タ
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第5世 代 コ ン ピ ュ ー タ の 技 術 開 発 課 題 概 要

第5世 代 コ ン ピ ュ ー タ を 実 現 す る た め に は 、 ハ ー ド ウ ェ ア 及

び ア ー キ テ ク チ ャ(構 成 方 式)技 術 、 ソ フ ト ウ ェ ア 技 術 の 多 分

野 に わ た る 革 新 的 技 術 開 発 が 必 要 で あ る が 、 中 核 と な る 基 本 技

術 の 開 発 課 題 は 次 の と お り 。'

① 推 論処 理 機 能 を実 現 す るた め の ハ ー ドウ ェア ・アー キ テ クチ ャ及 び ソ フ ト

ウ ェア

・ 集 中処 理 方 式:逐 次 処 理 方式 にか わ り、分 散制 御 方 式 の並 列 処 理型 ア ー

キ テクチ ャに基 づ く推 論機 構

・ 等 価検 索 、置 換 機 能 な どに よ り推 論操 作 を行 う基 礎 ソ フ トウ ェア

② 知 識 ベ ース機 能 を 実 現 す るた め のハ ー ドウ ェア ・ア ーキ テ クチ ャ及 び ソ フ

トウ ェア

・ 一 次 元的 な メモ リに か わ り、 多次 元 メモ リ(構 造 メ モ リ)に 基 づ く知 識

ベ ー ス機 構

・ 知 識 デ ータ の高 速 検 索 や 関連 づ け て記 憶 す る知 識 ベ ース管 理 の た め の基

礎 ソ フ トウ ェ ア

③ 知 的 イ ンタ フ ェ ース機 能 を 実現 す るた め のハ ー ドウ ェア ・ア ーキ テク チ ャ

及 び ソ フ トウ ェア

・ 音 声用 あ るい は 信 号処 理 用 プ ロセ ンサ な どか ら成 る知 的 イ ン タ フ ェース

機 構

・ 柔 軟 な対 話 を行 うた め の イ ンタ フ ェー ス管 理 用 の基 礎 ソ フ トウ エア

ー13一





シス テムを構成する基本機能 ソ フ ト ウ ェ ア ハ ー ド ウ ェ ア ・ ア ー キ テ ク チ ャ 素 子
既 存 コ ン ピ ュー タ

との 対応(参 考)
新 応 用 シス テ ム

(代 表 例)

推論処理 機能 基 礎 ソ フ トウ ェア(OS)の 等価検 索・ 並列処理方式 中央演算処 理装置

置 換機能(推 論操作機能) デ ー タ フ ロ ー 型 ア ー キ テ ク チ ャ に

シス テ ムが 記憶 して い る知 識か ら、 (例) よる推 論 マ シ ン

機械 自身が判断 し処理 を進める シ A=(B,C)の 命 令 を与 えれ ば、

ス テ ム 機械が記憶か ら自動的に、 ・圃 「

B=(D,E)、C=≒(F,G)

を 見 つ け 、A=(D,E,F,G)と

一

・。.・圃
に 一

丁一㈱ 吻
処 理 。 i ・機 械 翻 訳 シス テ ム

(従 来 は予 め プ ログ ラム作 成 が 必要) ・画 」

・質 問応 答 シス テ ム

シ リ コ ンVLSI
・音 声応 用 シス テ ム

知識 ベ ー ス機 能 基 礎 ソ フ ト ウ ェ ア(OS)の 知 識 べ 一 多 次 元 メモ リ(構 造 メモ リ)に よる知 ` 記憶装置 と

ス管理機 能 識 ベ ー ス ・ マ シ ン
化合物半導体 素子

フ ァイ ル ・ シス テ ム ・図 形 .画 像 応 用

単 に個 別 的 デ ー タの 集合 で な く、 (GaAs等)
シ ス テ ム

人 間 の知 識 の よ うに 情 報 を9関連 知 識 デ ータの 高速 検 索、 関連 づ 処理 に関連の

づ け て 記憶 ・検 索 す る シス テ ム け て記憶す る知識獲得 あ るデ ー タが
ジ ョ セ フ ソ ン

自動的に引 き
接合 素子

出され る メモ
等

リ構 造

知 的 イ ン タ フ ェー ス機 能 基 礎 ソ フ ト ウ ェ ア(OS)の イ ン タ 音声 用VLSIプ ロセ ッサ や信 号処 理 入 出 力 チ ャネル

フ ェース 管理 機 能 用 プ ロセ ッサ か ら成 る知 的 イン タ フェ と入 出力装 置

自然言 語 、 音 声、 図 形 な どに よ 一 ス ● マ シ ン

る柔軟 な会話機能 を実現する シ (柔 軟な対話機 能)

ス テ ム
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4.コ ン ピ ュー タ産業 は我 が 国の将 来

に と って重 要な 分野 である。

コンピュータ産業は我が国産業構造の中核

をなすものとして 、今後とも我が国経済社会

の発展に不可欠な重要分野である。

コ ン ピ ュ ー タ関 連 技 術 は 多 くの 産業 を支 え る基 盤 的技 術 で あ

り、 長 期 的 視野 の も とに世 界に 先が げ て先 導 的 技 術 開発 を行 う

ことに よ り、 創 造 的 な 自主 技 術 を確 立 していか なけれ ぽ な らない 。

第5世 代 コ ン ピ ュー タの 研 究 開発 は、 画 期 的 な機 能の 実 現 に

よ り利 用 分 野 を飛 躍 的 に拡 大 す る波 及 効 果 が期 待 で きるが 、極

め て先 端 的 な高 度 の技 術 開 発 を要 し、 リス ク が 大 きい 。

こ の よ うな観 点 か ら、 第5世 代 コ ン ピ ュー タの 研 究 開 発 は、

政府 自身 の 強 力 な イ ニ シ ア テ ィブの も とに これ を推 進 し、 今 後

も コ ン ピ ュー タ産 業 の発 展、 我 が 国経 済 社会 の 高 度 化 を 図 って

い か なけ れ ば な らな い。

諸 外 国 に おい て も 自国 企 業 を 中心 とす る コン ピ ュー タ産 業 の

育成 に大 き な努 力 を傾 けて い る。
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産業別売上高に対 する研究開発 費比率(55年 度)

コンピューヲ産業

医 薬 品 工 業

電気機械工業

精密機械工業

化 学 工 業

自動 車 工 業

機 械 工 業

製 造 業 全 体

全 産 業

9.2%

1.9%

■7%璽 瓢
調査幸艮告」載 る〕

コ ン ピ ュー タ技 術 は 進 歩 が 急 速 な 分 野 で あ る 。 多 くの 産 業 を

支 え る 基 盤 と して の コ ン ピ ュー タ 産 業 が 将 来 と も発 展 して い く

た め に は 、 多 くの 研 究 開 発 費 を 負 担 し、 不 断 の 研 究 開 発 を 行 っ

て い か なけ れ ば な ら な い 。

①IBM
国 産A社②

コンピュータ部 門 ⑭ ②倍

売 上 高 262億 ドル(59,330億 円) 5,817億 円 10.2

税 引 前 利 益 59億 ドル(15458億 円) 316億 円 48.9

売 上 高 利 益 率 22.5% 5.4% 一

研 究 開 発 費 15億 ドル(3,397億 円) 538億 円 6.3

資 本 金 40億 ドル(10,480億 円) 446億 円 23.5

自 己 資 本 比 率 61.6% 3α6% 一

注)LIBM1980年 国 産 メー カー1980年 度

2.円 ドル 換 算 は226.45円(1980年 暦 年 の 中心 レー トの 平 均 値)

米 系 メ ー カ ー と我 が 国 メ ー カー と の間 には大 きな 資金 力 ・販 売 力 の差

が あ る。 上 表 の 数値 は 全 社ベ ー ス で あ るが 、 コ ンピ ュー タ部 門 に限れ ば、

そ の差 は さ ら に拡 大 す る。
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デ ータベ ー ス 産業 の 発 展

(バ ーゲニングパワーの獲得)

意 思 決定 支 援 シス テ ム

研 究活動等の
知的生産性 向上

コース ウ ェア

産業 の 発 生

オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン

の 進 展

デ ー タベ ー スの

自動作 成

ス 一 八 ー ハ ー ソ ナル

コ ン ヒ ュ 一 夕

各 種専 門 家 シス テ ム

離 離 情織 、
蕊,,餐㌶纂鰺 熱

=謙 譲

知識産業 の形成

医 療 コ ンサ ル タ ン ト

シス ア ム

バ ング 〕

医療費削減

福祉 向」二
健康保健産業 の形成

高令化問題の解決

CAE/CAD

VLSI-CAD

プログラム

自動 合成

エンジニアリング産 業

国 際競 争 力強 化

製造業の生産性向上

省 エネルギー 省資源

コンピェ一夕の 多様 化 、 カスタム化

コンピュータ産 業 の 生産 性 向上

ソフ トウェア産 業 の 生産 性

飛躍 的 向上

第5世 代 コ ン ピ ュ ー タ波 及 効 果 の 樹
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5.第5世 代 コン ピュー タ研 究 開発 の

進 め 方

第5世 代の コン ピュータは1990年 代初頭1

出現 する といわれ ている。1990年 にプ ロ トタ

イプ を実現 するためには、早急に研究 開発 に

着 手 しな ければならな い。

革 新 的 な技 術 に基 づ くコ ン ピ ュー タを 開発 す る た め には 、 通

常 着 手 して か ら約10年 の期 間 を要 す る とされ て い る 。 新世 代

の コ ン ピ ュー タが 出現 す る とい わ れ る1990年 代 初 頭 に プ ロ ト

タ イ プを 実 現 し、 技術 を確 立 す る た め には 、56年 度 にお い て

実 施 中の 技 術 課 題 、 開発 計 画、 体 制 等 に 関 す る基 礎 的 な調 査 結

果 を踏 まえ 、57年 度 か ら要 素技 術 の 実用 化研 究 に着 手 し な け

れ ば な らな い 。

す で に諸 外 国 で は、 従 来 の コン ピ ュー タの構 造 的 欠 陥 を克 服

す る 新 方 式 の コ ン ピ ュー タに 関 して、 大 学 の研 究 室、 企 業 の 研

究所 等 で 研 究 が 開始 され てい る。 創 造 的 自主 技 術 を確 立 す る た

め には 、 我 が 国 と して 一刻 も早 くこの 研 究 開発 を 開 始す る必 要

が あ る。
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想 定 さ れ る 研 究 開 発 ス ケ ジ ュ ー ル

年度 昭和
57～59 60～63 64～66

ス

ケ

'

ジ

ュ

ー

ル

基 本 技 術 開 発

(要求見込額約105億 円)
サ ブ シス テ ム開 発

ト 一 夕)レ シ ス テ ム

開 発

∈ ≧」

57年 度要求予算額

約5億 円

昭 和57年 度 ～59年 度 に は ハ ー ド ウ エ ア 及 び ソ フ トウ ェア

の 基 本 技 術 に 関 す る 研 究 開 発 を 行 う。

・ 昭 和57年 度 予 算 要 求 額(一 般 会 計)

電 子 計 算 機 基 礎 技 術 開 発509百 万 円

(昭 和57年 度 ～59年 度 要 求 見 込 額 約105億 円)
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6.諸 外国 における新 コンピュ

の動向

ク開発

(1)問 題 解 決 ・推 論 シ ス テ ム

項 目

問題 解 決 ・推論 ア ル ゴ リズ ム

問題解決向記述言語 関数 型 言語

数 学 的 関数 形 式

例)y-f(x)等 等

に基 づ い て構 成 され

た言 語

論理型言語

[自 然言語に最も近い記述力を持つ、述語論理に基づいた形式言≡五]
口 口ロ

抽 象 デー タ型 言語

目的 に応 じ、デ ー タ

へ の ア ク セス 手段 を

定義 で き るデ三 夕型

を と り入 れた 言 語

開 発 機 関

カ ー ネ ギ ー メ ロ ン大

(CMU)〔 米 〕

ス タ ン フ ォー ド大 〔〃〕

エ ジ ンバ ラ大 〔英 〕

マサチューセッソ工 科 大 〔米 〕

(MIT)

カ リ フ ォ ル ニ ア 大 〔〃〕

IBM〔 〃〕

エ ジ ンバ ラ大

マ ル セ ー ユ大

国防省

MIT

6MU

〔英〕

〔仏 〕

〔米 〕

〔〃〕

〔〃〕

備 考

一23一 る

研究中

〃

PROLOGに よ る推論

シス テ ム

LISP,VAL

〃,Id

APL

PROLOG

〃

Ada

CLU

Alphard



項 目 開 発 機 関 備 考

推 論 マ シ ン デ ー タ フ ロ ー マ シ ン
ONERA-CERT 〔仏 〕

(政 府 研 究機 関)

プ ロ トタ イプ%0が

1980年 完 成

マ ンチ ェ ス タ 大 〔英 〕 試作中

一一 ・ ・一

ユ タ大 〔米〕
実 験 中(バ ロース社作成機 の改 良型)

〃 〔〃 〕
検 討 中(VLSI向 き構成)

MIT〔 〃〕 試作中

カ リ フ ォ ル ニ ア 大 〔〃〕 ノノ

記号 処理 マ シ ン MIT〔 米 〕
パ ーソナル

LISPマ シン()マシン

CMU〔 〃〕 〃

(2)知 識 ベ ー ス ・ シ ス テ ム

項 目 開 発 機 関 備 考

知識表現言語 ゼ ・ ッ ク ス 〔米 〕 KRL

ス タ ン フ ォ ー ド大 〔〃〕 RLL元MRS

知 識 ペ ース 開発 シス テム ス タ ン フ ォ ー ド大 〔米 〕 EMYCIN,AGE

ラ トガ ー 大 〔〃〕 EXPERT

デ ー タベ ー ス マ シ ン IBM〔 米 〕 DBC

フ ロ リダ 大 〔〃〕 CASSM

ト ロン ト大 〔加 〕 RAP
■

ベ ル研 XDMS

ユ ニバ ック DBP
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(3)知 的 イ ン タ フ ェ ー ス ・シ ス テ ム

項 目 開 発 機 関 備 考

自然言 語理 解 シス テ ム ス タ ン フ ォ ー ド大 〔米 〕 基本技術開発、実験中

IBM(㌶ 訪 〔〃〕 計画中

エ ジン バ ラ大 〔英 〕 PROLOG〃()

を ペ ー ス

質 問 応 答 シス テム イ リノ イ大 〔米 〕 空軍 機 デー タベ ースの

質問 応 答 シス テ ム

IBM(サ ンノゼ研 究 所)〔 〃〕 デ ー タベー ス に対す る

質 問応 答 シス テ ム

SRI〔 〃〕 〃

図形画像理解システム 国 防省 サ ポ ー トの 〔米〕

プ ロジ ェク ト
MIT,CMU,ス タ ン フ

ォ ー ド大 学 等 参 加

「Image

Understanding」

ス タ ン フ ォー ド大 〔米 〕 三 次元 モ デ ルに よる物
・体 認 識 シス テム

MIT〔 〃〕 明暗情報か ら形へ変換
するシステム

CMU〔 〃〕 ロ ボ ッ トの 眼

(4)VLSI技 術

項 目 開 発 機 関 備 考

VLSIア ー キ テ ク チ ャ CMU〔 米 〕

・

A

VLSI－ 知 的CAD MIT〔 〃〕 知的CADの 研究

VLSI設 計 専 門家 シ ス テ ム

`1

ス タ ン フ ォ ー ド大 〔〃〕

VLSIア ーキ テクチ ャお よびCAD カリフォル ニア工科 大 〔〃〕』

ベ ル 研 〔〃〕

-
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第5世 代 コ ン ピ ュ ー タの 研 究 開 発 の 方 向 性 は 、 世 界 的 な 動 向

と一 致 す る も の で あ り、 技 術 先 進 国 あ る い は 企 業 か ら 非 常 に 注

目 され てい る。

最 近 我 が 国 で 開 催 さ れ た 第5世 代 コ ン ピ ュ ー タ 国 際 会 議(昭

和56年10月19日 ～22日)に は 世 界 の15か 国か ら約300名

が 参 加 し て 、 技 術 的 な 展 望 や 問 題 点 な ど を 中 心 に 熱 心 な 討 議 が

行 わ れ た 。 国 際 会 議 の 参 加 者 は 、 我 が 国 の 第5世 代 コ ン ピ ュ ー

タ研 究 開 発 プ ロ ジ ェク トの 意 義 や 目標 を 高 く評 価 し て お り、 今

後 も情 報 交 換 を 是 非 継 続 して 欲 しい 旨 の 強 い 要 望 が あ っ た 。

(国 際 会 議 参 加 状 況 は 以 下 の とお り)

参 加 国 … … … ア メ リカ、 イ ギ リス 、 フ ラ ン ス 、 西 ドイ ツ、 カ

ナ ダ 、 イ タ リア 、 メ キ シ コ、 イ ン ド、 ベ ル ギ ー 、

チ ェ コ ス ロバ キ ア、 フ ィ リ ピ ン、 ス ウ ェー デ ン、

ブ ル ガ リア 、 日本 、(台 湾)

参 加 者 … … … 政 府 代 表 、 政 府 系 研 究 機 関 、 大 学 、 企 業 な ど、

多 分 野 か ら専 門 家 が 参 加 し た 。

参 加 企 業 … … …IBM、 ユ ニ パ ック 、 ハ ネ ウ ェル 、DEC、TI、

NCR(以 上 、米)、CIIハ ネ ウ ェル ・ブル(仏)、

シ ー メ ン ス(独)、 オ リベ ッテ ィ(伊)な ど主 要

な コ ン ピ ュ ー タ企 業 が 含 まれ て お り、 多 くの 研

究 開 発 担 当 責 任 者 が 参 加 した 。

一26一



参考.第5世 代 コン ピュータの機能
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1.音 声 、 図 形 、 画 像 、 文 字 等 が そ の ま ま 使 え る 。

目 、 耳 、 口 の あ る コ ン ピ ュ ー タ

あ た か も人 間 の 目、 耳 、 口が あ る よ うに 音 声 、 図 形 、 画 像、

文 字 等 が そ の ま ま 直 接 コ ン ピ ュ ー タ で 入 出 力 処 理 で き る。

2.日 常 語 に よ っ て コ ン ピ ュ ー タ と対 話 し な が ら必 要 な 処 理 結

果 が 得 られ る。

匡 が わ か る コ ン ピ ー 一 夕1

コ ン ピ ュ ー タ 言 語 を 知 ら な い 人 で も、 日常 語 で 応 対 しな が

ら 高 度 な機 能 を 利 用 で き る よ う に な る。 ま た こ の 機 能 を 生 か

して 自動 翻 訳 、 通 訳 も可 能 とな る。

3.記 憶 してい る情 報 か ら判 断 して未 知 の問 題 を解 決 す る こ と

が で きる。

常 識 あ る 問 題 解 決 型 コ ン ピ ュ ー タ

人 間 が は じ め て の 事 態 に 出 会 っ た と き、 そ の 人 の 常 識 で 判

断 して 行 動 す る よ う に 、 あ ら か じ め 起 こ り得 る す べ て の 事 象

を 想 定 して そ の 対 処 方 法 を 細 か く指 示 して お か な ぐ と も、 知

一参1一



識 デ ー タベ ー ス注)に 記 憶 さ れ た 情 報 か ら判 断 して 、 未 知 の 問

題 を推 論 して 解 決 す る こ とが で き る。 ま た新 た に得 た 情 報 は、

学 習 機 能 に よ り 「知 識 」注)と して 記 録 さ れ る。

こ の よ う に 知 識 デ ー タ ベ ース の 活 用 と、 推 論 ・学 習 機 能 の

実 現 に よ り、 あ た か も常 識 豊 か な 人 間 の よ う に 、 あ い ま い な

表 現 を して もわ か っ て くれ る 「物 わ か りの 良 い コ ン ピ ュ ー タ」

が 可 能 と な る。

注)知 識 … … … 情 報(デ ー タ)の 意 味 を理 解 し、高 度 に活 用 で き る形

に組 織 化 して 記 憶 す る こ と、又 は記 憶 そ の もの を い う。

知 識 デ ー タ ベ ー ス(知 識 ベ ー ス)

・・… 人 間 の 有す る知 識 に相 当 す る情 報 の 組 織 化 され た集 ま

りを い う。 デ ー タベ ー ス と異 な りそ の 情 報 は単 な る個

別 的 事実 の 集 合 に とど ま らな い。
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4.利 用 形 態 、 処理 対 象 に応 じた 最 適 なシス テ ムが利 用 で きる。

高 度 機 能 分 散 シス テ ム

個 人 用r高 速 計 算 用 、 デ ー タベ ース 用 な どに利 用形 態 や 処

理 対 象が 拡 大 して くる と、 そ れ に応 じ多様 化 され た機 能 を有

す るそ れ ぞ れ の 専 用 コ ン ピ ュー タを最 適 に組 み 合 わせ て上 位

シ ス テ ム を構 築 す る、 高度 機 能 分 散 シス テ ムが 可 能 とな る。

5.複 雑 な プ ログ ラ ム を 与 え な くて も、 簡 単 な 指 示 に よ リ コ ン

ピ ュ 一 夕 が 利 用 で き る 。

プ ロ グ ラ ム レ ス を 目 指 す コ ン ピ ュ ー タ

コ ン ピ ュ ー タ の 問 題 解 決 機 能 を 活 用 し、 簡 単 な 指 示 で プ ロ

グ ラ ム を 自動 合 成 す る な ど、 プ ロ グ ラ ム 作 成 や 維 持 の 大 幅 な

生 産 性 向 上 が 期 待 で き 、 ソ フ トウ エ ア 経 費 の 増 大(ソ フ トウ

エ ア 危 機)が 解 消 さ れ る 。
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6.数 値 情 報 以 外 の音 声 、 図 形 、 画像 、写 真 な ど も含 む 膨 大 な

情 報 をそ の ま ま 整理 して記 録 で き、 必要 な情 報 は い つ で も取

り出す こ とが で き る。

多 形 態 デ ー タ ベ ー ス を 持 つ コ ン ピ ュ ー タ

性 質 の 異 な る多 様 な 情 報 を 処 理 す る た め に は 、 高 度 な デ ー

タ ベ ー ス 技 術 とデ ー タ ベ ー ス 管 理 技 術 が 必 要 で あ る。

多 形 態 の デ ー タ ベ ー ス 機 能 に よ り、 設 計 図 や 書 類 な ど企 業
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や研 究 所 等 で 頻 繁 に保 管 ・検 索 が必 要 な大 量 の デ ー タを、 効

率 良 く処 理す る こ とが 可 能 とな る。

え

亨

7.現 在 の コ ン ピ ュ ー タ の 処 理 速 度 を は るか に 超 え た 超 高 速 な

処 理 が で き る。

知 識 処 理 に 適 した 超 高 速 コ ン ピ ュ ー タ

知 識 情 報 処 理 シ ス テ ム の 中 核 と な る 推 論 機 能 、 知 識 デ ー タ

ベ ース を 実 現 す る た め に は 、 知 識 処 理 に 適 した 、 超 高 速 に 並

列 処 理 を 行 う コ ン ピ ュ ー タ が 必 要 で あ る。

・
K

プ

'

逐次処理

(従 来の ノイ マン型コン ピュータの場 合)

並列処理
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8.高 信 頼 性 で あ り、 保 守 性 に 優 れ て い る。

自 己 修 復 機 能 を 目指 す コ ン ピ ュ ー タ

障 害 に対 しそ の検 出、修 復 を 自動 的 に 行 う機 構 を もつ コ ン

ピ ュー タが 実 現 す れ ば 、 保 守 費の 削減 、 信 頼 性 の 向上 が 可能

とな る。

、
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